
 

トトピピッッククスス 22  みみどどりりのの⾷⾷料料シシスステテムム戦戦略略にに基基づづくく取取組組がが本本格格始始動動  
 
我が国の⾷料・農林⽔産業は、⼤規模⾃然災害、地球温暖化、農業者の減少等の⽣産基

盤の脆 弱
ぜいじゃく

化、地域コミュニティの衰退、⽣産・消費の変化等の、持続可能性に関する政
策課題に直⾯しています。また、諸外国では SDGs(持続可能な開発⽬標)1や環境を重視す
る動きが加速しており、あらゆる産業に浸透しつつあることから、我が国の⾷料・農林⽔
産業においても的確に対応していく必要があります。 

これらを踏まえ、農林⽔産省は令和3(2021)年5⽉に「みどりの⾷料システム戦略」(以
下「みどり戦略」という。)を策定しました。以下では、みどり戦略の⽬指す姿と実現に向
けた取組を紹介します。 

 
((みみどどりりのの⾷⾷料料シシスステテムム戦戦略略をを策策定定))  

我が国の⾷料・農林⽔産業の⽣産⼒向上と持続性の両⽴をイノベーションで実現させる
ため、農林⽔産省は、⽣産者、関係団体、⾷品事業者等幅広い関係者との意⾒交換等を経
て、令和3(2021)年5⽉にみどり戦略を策定しました。 

みどり戦略は、令和32(2050)年までに⽬指す姿として、農林⽔産業のCO2ゼロエミッシ
ョン化の実現、化学農薬使⽤量(リスク換算)の50%低減、化学肥料使⽤量の30%低減、耕
地⾯積に占める有機農業の取組⾯積の割合を25%に拡⼤等、14の数値⽬標(KPI2)を掲げま
した。その実現に向けて、調達から⽣産、加⼯・流通、消費までの各段階での課題の解決
に向けた⾏動変容、既存技術の普及、⾰新的な技術・⽣産体系の開発と社会実装を、時間
軸をもって進めていくことが重要です(図図表表トトピピ22--11)。 

 
 

1 ⽤語の解説3(2)を参照 
2 Key Performance Indicatorの略であり、「重要業績評価指標」。組織やチームで設定した最終的な⽬標を達成する上で、過程を計測・

評価するための個別の指標・数値⽬標のこと 

図表トピ 2-1 みどりの⾷料システム戦略が令和 32(2050)年までに⽬指す姿 

資料：農林⽔産省作成 

温
室
効
果
ガ
ス
削
減

①農林⽔産業のCO2ゼロエミッション化(2050)

②農林業機械・漁船の電化・⽔素化等技術の確⽴(2040)

③化⽯燃料を使⽤しない園芸施設への完全移⾏(2050)

④我が国の再エネ導⼊拡⼤に歩調を合わせた、農⼭漁村における
再エネの導⼊(2050)

環
境
保
全

⑤化学農薬使⽤量(リスク換算)の50％低減(2050)

⑥化学肥料使⽤量の30％低減(2050)
⑦耕地⾯積に占める有機農業の割合を25％(100万ha)に拡⼤(2050)

⾷
品
産
業

⑧事業系⾷品ロスを2000年度⽐で半減(2030)
⑨⾷品製造業の労働⽣産性を2018年⽐で3割以上向上(2030)
⑩飲⾷料品卸売業の売上⾼に占める経費の割合を10％に縮減(2030)
⑪⾷品企業における持続可能性に配慮した輸⼊原材料調達の
実現(2030)

林
野

⑫林業⽤苗⽊のうちエリートツリー等が占める割合を3割(2030)9割以上
(2050)に拡⼤
⾼層⽊造の技術の確⽴・⽊材による炭素貯蔵の最⼤化(2040)

⽔
産

⑬漁獲量を2010年と同程度(444万トン)まで回復(2030)
⑭⼆ホンウナギ、クロマグロ等の養殖において⼈⼯種苗⽐率100％を実現(2050)
養⿂飼料の全量を配合飼料給餌に転換(2050)

 

((多多様様なな関関係係者者ととのの意意⾒⾒交交換換のの実実施施とと国国連連⾷⾷料料シシスステテムムササミミッットトででのの発発信信))  
みどり戦略は、⾷料システムを構築する関係者それぞれの理解と協働の上で実施してい

く必要があることから、取組の分野ごとの解説動画を作成して公開するほか、全国各地で
意⾒交換を実施し、様々な機会を捉えてみどり戦略の⽬指す姿、取組⽅向等を発信しまし
た。 

また、欧⽶と気象条件や⽣産構造が異なるアジアモンスーン地域の特性に応じた持続可
能な⾷料システムを提唱していくため、令和3(2021)年7⽉にイタリアのローマで開催され
た国連⾷料システム・プレサミットにおいて、みどり戦略を紹介するとともに、同年9⽉
にオンラインで開催され150か国以上の⾸脳級・閣僚が参加した国連⾷料システムサミッ
トにおいて、⽣産⼒の向上と持続性の両⽴、各国・地域の気候⾵⼟、⾷⽂化を踏まえたア
プローチの重要性等について提唱し、みどり戦略を通じて持続可能な⾷料システムの構築
を進めていく旨を発信しました。 

 

 
 

((みみどどりりのの⾷⾷料料シシスステテムム戦戦略略のの実実現現にに向向けけてて))  
みどり戦略の実現に向けて、各分野の令和32(2050)年までの技術の⼯程表、更には現在

から直近5年程度までの技術の⼯程表を作成しており、毎年取組の進捗管理をしていくこ
ととしています。また、⾷の⽣産・加⼯・流通・消費に関わる幅広い関係者が⼀堂に会す
る場として、令和3(2021)年12⽉に「持続可能な⾷料⽣産・消費のための官⺠円卓会議」
を設置しました。⽣産者や⾷品関連産業、消費者等の関係者間の対話を通じて、情報や認
識を共有し、具体的な⾏動にコミットしていきます。 

さらに、令和4(2022)年2⽉に「環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴のための環境負
荷低減事業活動の促進等に関する法律案(みどりの⾷料システム法案)」を国会に提出しま
した。また、戦略を強⼒に推進するため、みどりの⾷料システム戦略推進総合対策等の関
係予算を措置しており、これらの取組により、みどり戦略の実現に資する研究開発、地域
ぐるみでの環境負荷低減の取組を促進することを⽬指していきます。 

 
 

→第1章第6節、第2章第9節を参照 

みみどどりりのの⾷⾷料料シシスステテムム戦戦略略トトッッププペペーージジ 
URL：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html

ププレレササミミッットトででみみどどりり戦戦略略  
ににつついいてて発発⾔⾔すするる農農林林⽔⽔産産⼤⼤⾂⾂  

みみどどりり戦戦略略のの解解説説動動画画  
  

意意⾒⾒交交換換のの様様⼦⼦((九九州州農農政政局局))  
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